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  バッグを新調したときに、中にしまうお財布やカードケースなど、全部を新調したい派ですか？ 

 それとも、「お財布は思い出があるし…」「キーケースは使いやすいし…」と、小出しに変えていく 

タイプですか？ 見た目は一新したほうが、かっこいいかもしれないですね。でも、全部変えてし 

まうと馴染むまでに時間がかかりそうだし、収まりが悪いかもしれません。まさに 4 月、今どきの 

心境かもしれません。 

 

 新しい場所と新しい人、新しい時間の流れがやってくる子も多いと思います。“こんなことがあ 

るかもしれない”という期待と、“どんなことがあるのかなあ”という心配と、まあ落ち着かない 

時期ですね。新しい服を着て、心も着飾ってテンションを上げて臨む子は、全部新調 OK 派。新し

いことには、どちらかというと怖さが先に立つ、何事にも慎重派。どちらにしても、スタートして 

しばらくは、余計なパワーも使うので、一日を終えグッタリだと思います。これは大人も同じです。 

「はあ～」と、ため息ひとつで脱力＆リラックスですね。 

 4 月、子どもも家族も、生活が大なり小なり変わります。全く変わらない子はいないかもしれま

せん。そして、その変化を受け入れ、その子なりにポジティブに過ごせるようになるためには、い

つも以上にアクセルを踏み込まなければなりません。一生懸命走った後、家に帰れば、間違いなく 

ガス欠になっています。ガソリン補給が必要です。 

 さて、子どもはどうやって補給しようとするかというと…。これまで好きだったことや、お気に

入りだったグッズ、慣れ親しんだあの場所に出かけること等、前と変わっていないことに頼ってい

きます。変わらない場所、変わらないオモチャ、変わらない流れ等、何をキープしておくのがよい

のかは、子どもによって違います。家に帰ってから、必死に同じオモチャで遊びこむ子もいます。 

好きな DVD をボ～っと見ている時間が必要な子もいます。お守りのようにグッズを持ち続けるこ

とで安心する子もいます。お母さんとべたべたしている時間が増える子もいます。子どものほうか

ら「こうしないと収まらないんだよ」とは言ってきませんからね。「いろいろ変わって大変だよね」 

という思いで、子どもの一日を考えてみてください。「そうするのも無理ないわね」と納得できる

と思います。走る時間とガソリン補給をする時間と、子どもなりにバランスをとっているんです。 

 そして、その“変わらないモノ”に頼る時間が「少なくなってきたな」「そこまで必死じゃなく

なってきたな」と感じられるようになってきたら、それは、新しい場所や人に慣れてきた証です。 

生活や遊び、人と一緒に過ごすことの器が少し大きくなったことを意味します。 

 春だけでなく、夏秋冬にも新しい場面はたくさんあります。そばにいる大人が、子どもの頑張り

を察していければ、子どもは安心して“変わらないモノ”に頼れます。ガソリン補給が必要な時に 

できれば、本流で力が発揮しやすくなりますね。、そして、遊べるモノ、遊べる人、遊べる場所が

あることが、こんなときにも、役立ち活かされます。 

 

 だから、特に春は、季節が目にやさしいのかもしれませんね。新緑に、赤白黄色の春爛漫が、 

ふかふかのじゅうたんを作って包んでくれます。「大丈夫だよ！」ってね。（Ｒ３．４）Ｋ 

 


